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※ 次回の「弘法さん」縁日は１月１５日 (水 ) です。

縁日で賑わう日泰寺

   

皆
さ
ん
、
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま

し
た
。
年
末
年
始
、
お
風
邪
な
ど
召
さ
れ
ぬ

よ
う
に
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

実
録
・
覚
王
山
日
泰
寺
縁
起
を
お
伝
え
し

て
き
た
今
年
の
か
わ
ら
版
。
い
よ
い
よ
総
集

編
で
す
。

★
日
暹
寺
か
ら
日
泰
寺
へ

   

年
初
か
ら
お
伝
え
し
て
き
た
史
実
を
整
理

し
ま
す
。

   

一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
年
）
、
ピ
プ

ラ
ー
ワ
ー
で
ご
真
骨
発
見
。

   

一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
二
年
）
、
ご
真

骨
は
タ
イ
国
王
に
贈
与
。
バ
ン
コ
ク
へ
。

   

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
年
）
、
タ
イ

国
王
か
ら
日
本
に
分
骨
。
京
都
へ
。

   

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
十
五
年
）
、
覚
王

殿
建
設
地
が
名
古
屋
に
決
定
。
ご
真
骨
は
名

古
屋
大
須
へ
。

   

一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
年
）
、
田
代

村
に
日
暹
寺
（
に
っ
せ
ん
じ
）
創
建
。
ご
真

骨
は
覚
王
山
へ
。

   

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
、
ご
真
骨
を

祀
る
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
の
奉
安
塔
完
成
。

伊
東
忠
太
東
大
教
授
の
設
計
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ

様
式
の
花
崗
岩
の
仏
塔
。
二
階
部
分
に
ご
真

骨
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

奉
安
塔
前
に
は
礼
拝
殿
。
そ
の
木
材
は
ご

真
骨
奉
遷
の
功
労
者
稲
垣
満
次
郎
を
タ
イ
公

使
に
任
命
し
た
際
の
外
相
、
大
隈
重
信
公
が

寄
進
し
た
も
の
で
す
。

   

一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
、
新
栄
に
あ

っ
た
日
清
戦
争
記
念
碑
が
奉
安
塔
西
北
に
移

築
。

   

一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
年
）
、
重
さ
七

十
五
ト
ン
の
大
梵
鐘
完
成
。
し
か
し
、
鐘
楼

に
吊
る
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一
九
四
二
年

（
昭
和
十
七
年
）
軍
需
資
材
と
し
て
供
出
。

同
年
十
月
二
十
一
日
、
「
撞
き
初
め
と
聞
き

納
め
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
   

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
、
プ
ラ
チ
ャ

ー
テ
ィ
ポ
ッ
ク
国
王
（
ラ
ー
マ
七
世
）
が
新

た
な
金
銅
仏
を
下
賜
。
か
つ
て
チ
ュ
ラ
ロ
ン

コ
ン
国
王
よ
り
下
賜
さ
れ
た
ご
本
尊
と
同
じ

結
跏
趺
坐
像
で
す
。

   

同
年
、
総
桧
造
り
の
鳳
凰
台
（
大
書
院
）
完

成
。

   

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
、
シ
ャ
ム
（
暹

羅
）
の
国
名
が
タ
イ
に
変
わ
り
、
日
本
語
漢

字
表
記
も
「
暹
」
か
ら
「
泰
」
に
変
更
。
日

暹
寺
の
「
暹
」
は
シ
ャ
ム
の
こ
と
で
す
。

   

シ
ャ
ム
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
黄
金
」

に
由
来
し
、
古
い
時
代
の
イ
ン
ド
人
ま
た
は

中
国
人
に
よ
る
呼
称
で
し
た
。

   

民
族
主
義
の
台
頭
に
伴
い
、
民
族
名
の
タ

イ
を
採
用
。
タ
イ
と
は
「
大
い
な
る
国
」
を

意
味
し
ま
す
。

   

一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
年
）
、
日
暹
寺

も
日
泰
寺
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

★
日
タ
イ
友
好
の
証

   

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
四
月
五

日
、
釈
尊
生
誕
二
千
五
百
年
大
法
要
が
営
ま

れ
ま
し
た
。

   

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
十
九
年
）
、
念
願

の
本
堂
完
成
。
日
本
初
の
屋
内
型
墓
地
の
霊

堂
も
完
成
。
四
階
建
て
、
約
四
千
六
百
基
の

墓
石
を
納
め
て
い
ま
す
。

   

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
）
、
梵
鐘
と

鐘
楼
完
成
。

   

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十
一
年
）
、
山
門

完
成
。

   

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）
、
日
タ

イ
修
好
百
周
年
記
念
と
し
て
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ

ン
国
王
像
建
立
。
像
の
前
に
、
タ
イ
国
皇
太

子
が
タ
イ
の
花
、
海
江
豆
（
カ
イ
コ
ウ
ズ
）

を
お
手
植
え
。
毎
年
五
月
頃
に
真
紅
の
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

   

一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
、
山
門
両
脇

の
二
尊
像
が
完
成
。
高
さ
四
・
五
メ
ー
ト
ル

の
楠
一
木
造
り
で
す
。

   

い
ず
れ
も
お
釈
迦
さ
ま
の
十
大
弟
子
。
最

長
老
で
お
釈
迦
さ
ま
入
滅
後
の
教
団
を
率
い

た
迦
葉
尊
者
（
頭
陀
第
一
）
と
、
お
釈
迦
さ

ま
の
従
兄
弟
で
教
え
を
一
番
た
く
さ
ん
聞
い

た
阿
難
尊
者
（
多
聞
第
一
）
で
す
。

   
一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）
、
高
さ
三
十

メ
ー
ト
ル
の
五
重
塔
完
成
。
中
に
は
チ
ュ
ラ

ロ
ン
コ
ン
国
王
妃
の
写
経
が
納
め
ら
れ
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。

   

一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）
、
香
積
台
完

成
。

   

二
〇
〇
四
年
（
平
成
十
六
年
）
、
日
泰
寺

創
建
百
周
年
。
奉
安
塔
と
鳳
凰
台
が
一
般
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

   

本
堂
須
弥
壇
の
両
側
に
は
お
釈
迦
さ
ま
の

大
壁
画
。
出
家
遊
行
に
出
る
場
面
の
「
城
を

出
る
」
と
、
前
正
覚
山
で
の
修
業
後
に
下
山

し
た
際
に
村
の
娘
か
ら
供
養
を
受
け
た
場
面

の
「
乳
粥
の
供
養
」
。
高
山
辰
雄
画
伯
の
作

品
で
す
。 

   

日
タ
イ
友
好
の
証
（
あ
か
し
）
、
日
泰
寺

に
は
タ
イ
王
室
の
方
々
が
度
々
ご
来
訪
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
九
三
一
年
に
は
ラ
ー
マ
七
世
、

一
九
六
三
年
に
は
プ
ミ
ポ
ン
国
王
（
ラ
ー
マ

九
世
）
、
日
タ
イ
修
好
百
周
年
の
一
九
八
七

年
に
は
ワ
チ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
皇
太
子
、
日
泰

寺
創
建
百
周
年
の
二
○
○
四
年
に
も
多
く
の

タ
イ
賓
客
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

   

最
近
で
は
タ
イ
の
観
光
客
も
バ
ス
に
乗
っ

て
大
勢
参
拝
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

   

名
古
屋
が
誇
る
名
刹
と
し
て
、
そ
の
歴
史

を
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

★
三
河
新
四
国
霊
場

   

一
昨
年
、
昨
年
に
お
伝
え
し
た
知
多
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
と
並
ん
で
、
県
外
の
皆
さ

ん
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
三
河
新
四
国
霊

場
。
来
年
は
三
河
新
四
国
霊
場
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

   

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
よ
い
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い


